
次期男女共同参画基本計画の策定について

令和７年度

令和８年度

計画体系・骨子の検討／骨子の庁内照会令和８年１月～３月

第６９回（令和７年度第２回）男女共同参画審議会（諮問）３月２３日

計画の素案について・庁内意見照会（～７月３日(金)）６月２２日(月)

照会結果の反映・審議会資料作成７月

第７０回（令和８年度第１回）男女共同参画審議会（計画素案の検討）７月２７日(月)

男女共同参画推進会議幹事及び庁内意見照会８月～９月

第７１回（令和８年度第２回）男女共同参画審議会（計画案の検討）９月 ４日(金)

県民コメント用計画案の作成９月

県民コメントの実施（１か月間）１０月

第７２回（令和８年度第３回）男女共同参画審議会
（県民コメント反映後の計画案の検討）

１１月

男女共同参画審議会から答申、最終計画案の作成１２月

２月定例会へ付議令和９年２月

２月定例会議決３月

計画の策定・公表 第７３回（令和８年度第４回）男女共同参画審議会（報告）３月

人権・男女共同参画課
Ⅰ スケジュール

資料１



前回審議会（第７０回）からの見直し状況 １／６
Ⅱ 体系①

男女共同参画社会の実現計画の目標

基本目標目指す姿

Ⅰー１ 政策や方針の立案及び決定への女性の参画拡大
Ⅰ あらゆる分野における男女共同参画の推進

Ⅰー２ 生活の場における男女共同参画の推進

Ⅱー１ 働く場における女性活躍の推進
Ⅱ 経済社会における女性活躍の拡大

Ⅱー２ 誰もが働きやすい職場環境づくり

Ⅲー１ ジェンダーに基づくあらゆる暴力の根絶

Ⅲ 誰もが安全・安心に暮らせる社会の実現

Ⅲー２ 生活上の様々な困難への支援と多様性の尊重

Ⅲー３ 生涯を通じた男女の健康支援と命の尊厳の尊重

Ⅲー４ 男女共同参画の視点に立った防災対策の推進

Ⅳー１ 固定的性別役割分担意識やアンコンシャス・バイアス（無意識の思
い込みや偏見）の解消Ⅳ ジェンダー平等・男女共同参画社会の実現

に向けた意識改革・教育の推進
Ⅳー２ 男女共同参画の視点に立った教育・学習の充実

【変更案】～誰もが人権を尊重され活躍できる
ジェンダー平等実現の埼玉へ～

【現 行】～人権が尊重され、誰もが活躍できる埼玉へ～



前回審議会（第７０回）からの見直し状況 ２／６

対 応 案審議会委員意見対象No.

地域活動参加は、ワークライフ・バランスの観点や、子育て期でも
PTAや自治会活動等への参画機会があることから、必要な視点
と考えます。そこで、御意見を踏まえ、「共働き・共育ての実現に
向けた」を切り離し、並列的な記載に修正します。

➢「共働き・共育ての実現に向けた家庭・仕事の両立の促進、地
域活動への男女共同参画の促進」

施策の基本的な方向（２）
「共働き・共育ての実現に向けた家庭・仕事・地域活動
への参画及び両立の促進」

➢子育て期で多忙な家庭に地域活動との両立・参画
促進をするのは、ハードルが高すぎると感じる。

Ⅰー２１

女性活躍推進法や県の５か年計画等との整合を踏まえ、引き続
き、検討させていただきます。

「女性活躍」への違和感があり、また、多様性に配慮
した表現を検討してはどうか。

Ⅱ２

DV関連を先に、以降関連順に並び替えます。あわせて、一部タ
イトルを見直します。（別紙１）

施策の基本的な方向の順番に違和感がある。Ⅲー１３

施策の基本的な方向（５）「男女共同参画に関する国際理解、国
際交流、国際協力の推進」を 「目指す姿Ⅲ」から「目指す姿Ⅳ」へ
移動します。

※目指す姿Ⅲ：誰もが安全・安心に暮らせる社会の実現
目指す姿Ⅳ：ジェンダー平等・男女共同参画社会の実現に向けた意識

改革・教育の推進

（事務局による見直し）Ⅲ４

「生涯を通じた男女の健康支援と命の尊厳の尊重」に修正しま
す。

基本目標「生涯を通じた男女の健康支援と命への配
慮」
➢「命への“配慮”」では、命に直結する課題（自殺対
策等）の重みが十分に伝わらない。

Ⅲー３５

Ⅱ 体系②



前回審議会（第７０回）からの見直し状況 ３／６

対 応 案審議会委員意見対象No.

「エ 男性の子育てや家事への参画の促進」に修正します。エ 男性の子育てへの参加の促進

➢「参加」を「参画」に修正し、「家事」を追記するのはどう
か。

No441

県職員向けの取組であることがわかるよう表記します。

➢③女性活躍推進法・次世代育成支援対策推進法による県の特定
事業主行動計画の推進

ア 男性県職員の子育てに関する休暇や育児休業の取得促進
イ 県職員における「子育てのための休暇取得プログラム」の作成

③ 女性活躍推進法・次世代育成支援対策推進法による
特定事業主行動計画の推進
ア 男性職員の子育てに関する休暇や育児休業の取得

促進
イ 「子育てのための休暇取得プログラム」の作成

➢県内部の取組であることがわかりにくい。

No48
～50

2

個々の推進項目の修正ではなく、第４章の「推進体制」のうち、県
男女共同参画推進センターの記載について、内閣府作成のガイド
ラインに示されている男女共同参画センターが取り組むべき「５つ
の業務」を明記し、センターの位置づけと役割を明確化します。

女性のキャリアアップ支援やジェンダー平等教育などに
おいても、幅広く男女参画推進センターの機能が担保さ
れるようにしたい。

Ⅱー１
Ⅳー２
全般

３

目指す姿Ⅲ（うち、Ⅲー１ DV関連、Ⅲ-2 困難女性支援関連）を全
体的に見直し、重要な項目は明記します。 （別紙２）

困難女性支援法関連
３つの計画の統合により施策が見えにくくなったと感じ
る。必要な施策は明記するよう見直をしてほしい。

Ⅲー２
全般

４

Ⅲ 推進項目



前回審議会（第７０回）からの見直し状況 ４／６

施策の基本的な方向 （原案）基本目標目指す姿

（１）ジェンダーに基づくあらゆる暴力の予防
及び普及啓発並びに被害者支援の基盤強化

（２）あらゆる性犯罪・性暴力への対策の推進

（３）ストーカー行為・人身取引・売買春などへ
の対策の推進

（４）こども、若年層に対する性暴力根絶に向
けた対策の推進

（５）セクシュアル・ハラスメント防止対策の推進

（６）配偶者等からの暴力の防止及び被害者
の保護・支援の推進

（７）生活再建のための自立支援の充実と
こどもの安全確保・成長支援

（８）民間団体との連携・協働等の充実

Ⅲー１
ジェンダーに
基づくあらゆ
る暴力の根絶

Ⅲ
誰もが
安全・安心
に暮らせる
社会の実現

施策の基本的な方向 （修正案）

（１）ジェンダーに基づくあらゆる暴力の予防及び普及
啓発並びに被害者支援の基盤強化

（２）配偶者等からの暴力の防止及び被害者の保護・
支援の推進

（３）配偶者等からの暴力の被害者の自立支援の充実と
こどもの安全確保・成長支援

（４）民間団体との連携・協働による配偶者等からの暴力
の被害者支援の推進

（５）あらゆる性犯罪・性暴力への対策の推進

（６）こども、若年層に対する性暴力根絶向けた対策の推進

（７）ストーカー行為・人身取引・売買春などへの対策の推進

（８）セクシュアル・ハラスメント防止対策の推進

★目指す姿Ⅲ Ⅲー１ 施策の基本的方向（１）～（８）について

体系案見直し（別紙１）

ＤＶ関連を先頭に、関連する順に並び変えた。



前回審議会（第７０回）からの見直し状況 ５／６

追加した推進項目（主なもの）基本目標・施策の基本的な方向

・市町村における配偶者暴力相談支援センター設置の促進

・関係機関連携会議の開催

・女性相談支援センター及び女性自立支援施設における支援

・一時保護委託の積極的な活用

・県営住宅の入居申込時の優遇抽選及び一時利用による居住支援の実施

・母子生活支援施設への入所支援

・住宅セーフティネット制度に基づく住宅確保要配慮者に対する支援 など

Ⅲー１
ジェンダーに基づくあらゆる暴力の根絶

（１）ジェンダーに基づくあらゆる暴力の予防及び普及啓発並びに

被害者支援の基盤強化

（２）配偶者等からの暴力の防止及び被害者の保護・支援の推進

（３）配偶者からの暴力の被害者の自立支援の充実とこどもの安
全確保・成長支援

（４）民間団体との連携・協働による配偶者等からの暴力の被害者
支援の推進

★★目指す姿Ⅲ（誰もが安全・安心に暮らせる社会の実現） について

推進項目案見直し（別紙２）

計画の統合により集約した推進項目のうち、重要なものについては改めて明記することとした。

・市町村等の機能強化への支援ー基本計画策定への働きかけ

・市町村等の機能強化への支援ー支援調整会議の設置促進

・関係機関連携会議の開催

・中長期的な支援を要する被害者支援の在り方の検討

・母子生活支援施設への入所支援

・民間団体や関係機関と連携したアウトリーチによる早期の把握 など

Ⅲー２
生活上の様々な困難への支援と多様性の尊重

（１）困難な問題を抱える女性への支援体制の充実

（２）困難な問題を抱える女性への包括的かつ継続的な支援

（３）ひとり親家庭や生活困窮者への支援 （新）



次期男女共同参画基本計画の策定について

２ 事務局の見直し

Ⅳ 推進指標

１ 審議会委員の御意見を踏まえた見直し

目標値現状値対 応 案審議会委員の御意見No.

０人
（R14.5.1）

１６８１人
（R7.5.1）

【追加】
基本目標Ⅰー２ 生活の場における男女共同参画の推進

「放課後児童クラブ待機児童数」
※次期埼玉県５か年計画大綱(R9～R13)施策指標

保育所の待機児童数と同様に放課後児童クラブの待機
児童数も指標として設定すべきではないか。

１

目標値現状値対 応 案現 行No.

30市
（Ｒ1３年度）

25市
（Ｒ７年度）

【継続】
基本目標Ⅲー１ ジェンダーに基づくあらゆる暴力の根絶

「配偶者暴力相談支援センター設置市町村数」

基本目標Ⅲー１ 女性に対するあらゆる暴力の根絶

「配偶者暴力相談支援センター設置市町村数」
２

63市町村
（Ｒ１３年度）

27市
（Ｒ７年度）

【追加】
基本目標Ⅲー２ 生活上の様々な困難への支援と多様性の尊重

「困難女性支援基本計画の策定市町村数」

困難な問題を抱える女性支援基本計画の指標

「困難女性支援基本計画の策定市町村数」
３

63市町村
（R１３年度）

４１市町村
（R8年度）

【変更】
基本目標Ⅲー４ 男女共同参画の視点に立った防災対策の推進

「ジェンダー視点による避難所開設・運営に取り組む市町村
数」

基本目標Ⅲー４ 男女共同参画の視点に立った防災対策の推進

「自主防災組織の組織率」
４


